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《自動車事故の60％が4種類の事故》
①バック事故

○主な原因：安全不確認
○特に注意する場所：駐車場
・ミラーやバックモニターだけに頼らず、自分の目で安全確認
・見えないときは、いったん下車して安全確認
・ゆっくりと歩くくらいの速度でバック
※駐車場内は、危険がいっぱい

②出合い頭事故
○主な原因：安全不確認・一時不停止
○特に注意する場所：信号のない交差点
・一時停止の道路標識がある交差点では、完全に車輪を止めて、左右の安全を確認
・住宅街では自転車・歩行者の飛び出しにも注意
※交差点のミラーに頼らない
・ミラーでは、相手との距離感がつかみにくい
・自転車や歩行者を見落としやすい
・必ず自分の目で、直接左右を確認するようにしましょう

③追突事故
○主な原因：わき見運転・動静不注視
○特に注意する場所：直線道路・交差点
・前の車の不意な減速・停止を予測しながら運転
・低速で走行中であっても、しっかり集中
・余裕を持った車間距離を確保

④右左折時の事故
○主な原因：安全不確認・動静不注視
○特に注意する場所：市街地の交差点
・右折時は、対向車の陰に隠れた危険を予測
・左折時は、車両の死角を意識し、左後方の巻き込みに注意
・横断歩道上の歩行者・自転車にも十分に注意
※あせった右折は禁物
・急いで右折しようとすることは大変危険
・対向車に注目するばかりに、横断中の歩行者などを見落とす恐れ
・右折時は、あせらず対向車や歩行者との距離・動きを確認しながら走行
・また、対向車に道を譲ってもらうこともありますが、油断してはいけません
・対向車の陰に隠れてバイクが直進してくることもあります

※一つひとつ丁寧に確認しながら、右折することが事故を起こさないポイントです

早朝5時 雨降り、横断歩道のない場所
横断中の高齢女性、軽トラックにはねられ死亡 軽トラックの男性、「気付くのが遅れた」

◇雨降りは、「視界不良」による、「見落とし」を警戒する◇
◇雨降りは、「スピード」を落とし、「車間距離」を長めにとること◇

◇早朝で交通量が少なく、道路を横断する歩行者がいるかもしれません ◇
２０２１／４／２９（木） １３：２１

２９日朝５時１０分ごろ、大分県の県道の横断歩道のない場所で軽トラックが道路を横断していた歩行者の女性（８
６）をはねました。女性は、搬送先の病院で治療を受けていましたが、およそ１時間半後に死亡が確認されました
。現場は片側１車線の見通しの良い直線道路。事故当時は雨が降っていて、軽トラックを運転していた男性は「
気づくのが遅れた」などと話しているということです。

夕方6時 信号交差点 横断歩道の女子大学生
乗用車にはねられ意識不明の重体
夕方で雨、運転しにくい状況

自分もたまにヒヤッとすることがある 気を引き締めて安全運転しよう
２０２１／４／２９（木） ７：０２

２８日午後６時半ごろ、愛知県の信号のある交差点で、大学生の女性（１９）が横断歩道を歩いて渡っていたとこ
ろ、直進してきた乗用車にはねられ、意識不明の重体です。警察は、乗用車を運転していた女性容疑者（５１）を
現行犯逮捕しました。警察の取り調べに対し、容疑者は「間違いありません」と容疑を認めている。

夜7時 自転車の女性が車にはねられ死亡
信号や横断歩道のない交差点

◇「夜間」・・・ヘッドライトをこまめに切り替え、遠目ライトで早期発見 事故防止◇
２０２１／４／２９（木） ６：０７

２８日午後７時３５分ごろ、岡山県の県道と市道が交わる交差点で、自転車の女性（６２）が男性（４８）の乗用車に
はねられ、頭を強く打って搬送先の病院で約１時間後に死亡した。警察によると、現場には、信号機や横断歩道
はなかった。


